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［１］ 趣旨 

このマニュアルは「ナラ枯れ」による被害を受けた被害木を適切に処理するため、試験研究機関協

力のもと、北海道のナラ枯れ被害木処理方法をまとめたものである。 

「北海道ナラ枯れ被害対策基本方針」に定める被害先端地域において被害木を処理する際は、本

マニュアルに従って速やかに実施する。 

なお、被害先端地域以外でも実施主体において処理が必要と判断した地域においては、本マニュ

アルを準用する。 

 

 

［２］ 処理方法の選択 

   ・ナラ枯れによる被害木の処理方法は、伐倒後焼却、伐倒後チップ化・焼却、伐倒くん蒸及び立木くん

蒸がある。 

・現場の状況に合わせて最も効果の高い方法を選択し、確実にカシノナガキクイムシ（以下「カシナガ」

という）を駆除する必要があるため、処理方法の選択は駆除効果の高い以下の順位を基本とし、カ

シナガが羽化・脱出する前（被害発生後の直近５月末）までに全ての被害木の処理を完了させるこ

とを優先して検討する。 

（１）伐倒後焼却 

（２）伐倒後チップ化・焼却 

（３）伐倒くん蒸 

（４）立木くん蒸 

※処理方法は、参考 1 の図を活用して現場の状況が許す最も効果的な処理方法を検討する。 

※焼却を含む処理を検討する際は、被害木が一般廃棄物に該当する場合があるため、廃棄物処理

に係る関係法令及び市町村が定める条例等を遵守したうえで、本マニュアルで定める条件を満

たす場合のみ選択する。 

※チップ化した被害木をバイオマス等の燃料として利用する場合でも市町村によって一般廃棄物と

して取り扱われるケースがあるため、事前に確認する。 

※被害継続地域で実施主体が処理を行うことが必要だと判断した地域や未被害地域で新たに確

認された被害木についても同様の処理方法を検討する。 

 

 

［３］ 被害木の処理方法 

（１）伐倒後焼却 

被害木を伐倒・玉切りして、樹幹部は焼却処理、伐根部はくん蒸処理する方法。 

① 被害木を伐倒し、伐根は地面から最低 30 ㎝以下の高さになるよう再度切る。 

※伐根の高さは可能な限り低くする(推奨は 10 ㎝以下) 

② 伐倒した樹幹部を運搬しやすい長さに玉切りし、直径 10 ㎝以上の枝条も含め全てを運搬する。 

※10 ㎝以下の枝条は対象外 

③ 伐根は「（５）伐根の処理」に基づき処理する。 

④ 伐採した被害木は、被害地域が含まれる市町村内の焼却施設へ搬出し焼却処理する。 
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（参考）Ａ市の被害木の移動可能範囲の模式図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※網掛けは被害地域、白地は未被害地域 

・被害地域が含まれるＡ市内全域に移動可 

・被害地域が含まれるＡ市からＢ市Ｃ町内全域に移動可 

・被害地域が含まれるＡ市から被害地域が含まれないＤ町への移動は不可  

 

 

 （２）伐倒後チップ化・焼却 

    被害木を伐倒・玉切りして、樹幹部はチップ化・焼却、伐根部はくん蒸処理する方法。 

① 被害木を伐倒し、伐根は地面から最低 30 ㎝以下の高さになるよう再度切る。 

※伐根の高さは可能な限り低くする(推奨は 10 ㎝以下) 

② 伐倒した樹幹部を運搬しやすい長さに玉切りし、直径 10 ㎝以上の枝条も含め全てを運搬する。 

※10 ㎝以下の枝条は対象外 

③ 伐根は「（５）伐根の処理」に基づき処理する。 

④ 伐採木等を林外又は林内で移動式チッパー等を用いて 10 ㎜以下になるように破砕する。 

※林外搬出の場合は、被害地域が含まれる市町村でチップ化する。 

⑤ チップ化した被害木は、平らにならして乾燥させ、５月末までに焼却する。 

※焼却利用するまでは、被害木以外のチップと混ざらないように個別管理する。 

なお、個別管理が困難な場合は、混ぜたチップを⑤に沿って全量を同様に焼却処理するこ

と。 

※チップの利用は被害地域が含まれる市町村内に限る。 
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（３）伐倒くん蒸 

被害木を伐倒・玉切りして、樹幹部及び伐根部をくん蒸処理する方法。 

① 被害木を伐倒し、伐根は地面から最低 30 ㎝以下の高さになるよう再度切る。 

※伐根の高さは可能な限り低くする(推奨は 10 ㎝以下) 

② 伐倒した樹幹部を 1ｍ以下に切り揃える。玉切り後、チェーンソーで切り込みを入れる。切り込

みは材（枝条を含む）の直径が 10 ㎝～30 ㎝であれば片側に、30 ㎝以上であれば両側に 20

㎝間隔（1ｍ材の場合は、木口から 10 ㎝程度の位置から切り始めて５箇所）、４㎝～５㎝の深さ

で斜めに入れる（図１参照）。 

③ 伐根は「（５）伐根の処理」に基づき処理する。 

④ 薬剤のガス化効率を十分に確保するため、日当たりの良い平坦地に集積する。やむを得ず傾

斜地に集積する場合、はい積が崩れないよう杭を打つ等の措置を講じてから集積する。 

⑤ 幹材を集積する。高さは１ｍ以下とし、１箇所当たりの被覆内容積（層積）は、原則として１㎥程度

とする。なお、薬剤が幹材に十分浸透するように、土の上に幹材を直接並べてはいけないため、

枝条を最下部に集積してから行うこと。また、くん蒸用シートが破れないよう、尖った枝や丸太

の角を切除しておく。 

※集積する枝条は 10 ㎝以上のものはすべて、10 ㎝以下のものは幹材が地面に接しないよう

に集積するのに必要な範囲とする。 

⑥ はい積の周囲にシートが 10 ㎝以上埋まるような溝を設置する。 

※急傾斜地又は岩等があり 10 ㎝程度の溝が掘れない場合は、鍬で土壌に隙間を掘り、シート

を挟み込み、ガス漏れが無いように密閉する。 

くん蒸用シートではい積を覆う。シートの裾は、厚さ 10 ㎝以上の覆土により隙間なく密閉し、ガ

ス漏れが無いように注意する。強風によりシートがめくれる可能性がある場所では、シートの裾

に石等の重りを載せてから覆土する。 

⑦ このとき１辺は薬剤をかけるために覆土せずに開けておく。 

薬剤を木にかかるようにかける。 

※使用する薬剤は、適用害虫にカシナガを含むくん蒸剤とし、薬剤量は使用する薬剤の適正

使用量を遵守する。 

⑧ 薬剤をかけるために開けていた残りの１辺も厚さ 10 ㎝以上の覆土により隙間なく密閉する。 

⑨ シートが枝条等で破れそうな部分は粘着テープ等で補強する。また、破れた場合は粘着テープ

等で塞ぐ。シートは隙間ができる可能性が高いので継ぎ足しはしない。 

⑩ シートの被覆期間は日最低気温が５℃以上の日が 14 日以上となるようにする。 

⑪ くん蒸中は、別紙１を参考にして必要事項（作業年月日、管理のための番号、作業者名）を記載

し、外から確認できるようはい積の上部に張り付ける。公園等、人の出入りが考えられる場所で

は農薬使用に関する注意事項も表示する（図２参照）。 
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図１ 伐採木への切り込み 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２ 伐倒くん蒸の模式図 
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（４）立木くん蒸 

被害木を立木のまま、幹にドリル穿孔して薬剤注入処理する方法。 

① 直径８㎜～10 ㎜のドリルで、約 45 度下方へ、深さ 50 ㎜～70 ㎜の薬剤注入孔（以下、孔とい

う）をあける。孔は地上高 50 ㎝までは縦横 10 ㎝間隔で、地上 50 ㎝～150 ㎝までは縦横 20

㎝間隔で、千鳥格子状にあける（図３参照）。 

直径 10 ㎝以上の太い根が地上へ露出している場合、その根にもドリルで孔をあける。 

※孔の直径及び深さは使用する薬剤の使用条件を遵守すること。なお、心材部周辺のカシナガ

の駆除には直径８㎜、深さ 50 ㎜以上の孔を開ける必要があるため、使用する薬剤は、適用害

虫にカシナガを含み、この孔の基準に対応する薬剤を使用する。 

※最低でも地上高 150 ㎝までは孔をあける。 

② 孔にあふれる手前まで薬剤を注入する。 

※薬剤量は使用する薬剤の適正使用量を遵守する。 

③ 孔をあけた範囲を、くん蒸用シートで覆う。被害木を 1 周したら、密閉できるようにシートの端を

ガムテープでとめる。上部のシートの端はガムテープで隙間のないようにとめた後、ガンタッカ

ーで固定する。地際のシートの端は被害木の周囲にシートが 10㎝程度埋まるような溝を掘り、

土に埋める。 

 ※急傾斜地又は根や岩があり 10 ㎝程度の溝が掘れない場合は、鍬で土壌に隙間を掘り、チェー

ンソーで根に切れ込みを入れ、シートを挟み込み、ガス漏れが無いように密閉する。 

④ シートの被覆は日最低気温が５℃以上である日が 14 日以上になるようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３ 立木くん蒸の模式図と薬剤注入孔の断面図 
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（５）伐根の処理 

   くん蒸により確実に駆除する。 

① 伐根への切り込み及びドリルでの穿孔を実施するため、チェーンソーの刃が地面に当たらない

ように伐根周辺の地際部の土を掘る。 

② チェーンソーで樹皮側面（周囲面）を 10 ㎝間隔で斜めに、４㎝～５㎝の深さで切り込みを入れ

る。木口面には井桁状に 10 ㎝間隔で４㎝～５㎝の深さで切り込みを入れる。10 ㎝以上の太い

根が地上へ露出している場合、その根にも 10 ㎝間隔で４㎝～５㎝の深さの切り込みを入れる。 

③ 直径８㎜～10 ㎜のドリルで約 45 度下方へ、深さ 50 ㎜～70 ㎜の孔を縦横 10 ㎝間隔で千鳥

格子状にあける。木口面は辺材部に垂直に孔をあける。直径 10 ㎝以上の太い根が地上へ露

出している場合、その根にも孔をあける（図４参照）。 

※孔の直径及び深さは使用する薬剤の使用条件を遵守すること。 

④ 孔にあふれる手前まで薬剤を注入する。 

※使用する薬剤は、適用害虫にカシナガを含むくん蒸剤とし、薬剤量は使用する薬剤の適正使

用量を遵守する。 

⑤ 隙間ができないようにくん蒸用シートで覆い、シートの裾は土に埋める。シートの被覆期間は日最

低気温が５℃以上ある日が 14 日以上になるようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図４ 伐根の処理の模式図 
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［４］ 作業時期 

 （１）伐倒 

   ・９月から翌年５月まで 

※春にくん蒸処理を行う被害木について 

・前年９月以降に事前に伐倒しておくことも可能。 

・集積した材が積雪等により崩れないような平坦地に限り玉切り・集積をしておくことも可能。 

（２）焼却 

・９月から翌年５月末までに実施する。 

 （３）チップ化・焼却 

   ・９月から５月末まで 

※成虫の羽化脱出前の 5 月末までに可能な限り早期に焼却する。 

（４）くん蒸 

・くん蒸は、カシナガが羽化脱出する前の５月末までに実施する。  

※くん蒸用の薬剤は低温状態では揮発しないので、北海道では、日最低気温が５℃以下になる日

が多い 11 月から４月上旬まではくん蒸処理を実施しない。 

なお、それ以降であっても、くん蒸開始から日最低気温が５℃以下となる日が２～３日続くような

間は、処理を実施しない。 

また、積雪上での処理も、伐採木が冷えてしまい十分なくん蒸効果が得られない可能性があるた

め、春に処理する場合は雪解け後に作業を実施する。 

 

［５］ 留意事項 

  ・被害木等の伐採にあたっては、伐倒による事故、かかり木の処理等の安全に注意を払い、他の立木へ

の損傷及び構造物への被害の防止に努める。 

・くん蒸及び注入用薬剤は、薬剤の安全データシートに記載のある注意事項を遵守する。特に、作業

時には皮膚や目に薬剤が付着しないよう、必要に応じて保護衣、防護手袋や防護めがねを着用す

る。 

・本マニュアルはナラ枯れ被害木処理に係る事項を定めており、国等の補助事業を活用する場合、本

マニュアルの内容全てが補助対象となる訳ではないため、利用する補助事業の補助要件を確認す

る必要がある。 
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※労働安全衛生法及び労働安全衛生規則等を遵守し、作業者の安全確保を優先するものとする。 

 

【判断基準】 

①伐倒 

周辺状況及び伐倒時の退避路確保等、安全な作業の実施が可能であるかを判断の基準とする。 

急傾斜地又は、作業実施者等が安全な作業の実施は困難と判断する場合は、「不可」とする。 

②林外搬出 

現場の状況（路網の配置、使用する機材、資材の運搬等）から総合的に判断する。 

③焼却施設 

被害地域が含まれる市町村内における当該施設の有無により判断する。 

④焼却 

焼却施設の基準・規則に従い、処理を行うものとする。 

材を乾燥させる必要がある等の理由により５月末までに焼却が完了できない場合は、「不可」とする。 

⑤チップ化機械 

被害地域が含まれる市町村、又は、林内での作業実施の可否により判断する。 

チッパーの仕様により、薄さ 10 ㎜以下にできない場合は「ない」と判断する。 

⑥チップ化後の処理 

チップ化した被害木を、平たくならして乾燥させることができる用地があり、被害木と被害木以外のチップ

が混ざらないように個別管理したうえで、５月末までに焼却できる場合「可能」と判断する。  
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